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講演題目 

母親の乳房に負担をかけない搾乳技術習得のためのシステム構築に向けた調査      

－熟練助産師の搾乳時に手指、手掌にかかる圧力部位の同定と概算値の測定－ 

研究の目的、成果及び今後の展望 
【研究目的】未熟児医療の技術の進歩と専門知識の増加により、早産児の生存率が高まった結果、出

生体重が 2500g 未満で出生する児の割合は、厚生労働省の調査(2020 年)では、約 10 人に 1 人と報告

されている。早産児の感染予防対策として、2000 年以降、生後２４時間以内、遅くとも生後７２時間

以内に少量の母乳による経腸栄養を開始することが NICU ガイドラインで推奨されているため、早産

児を出産した母親は、出産後遅くとも 6時間以内に搾乳を開始することがケア計画であげられている

が、産後すぐに母乳を得ることが難しいことも多いため、助産師は、搾乳の支援が欠かせない。搾乳

技術は、静止した技術ではなく、助産師が乳房に置く手の位置や手指動作といった一連の動きが重要

な技術である。しかし、助産師教育において、搾乳手技の教育はほとんど無く、臨床に出てから技術

を身につけているのが現状である。そこで、本研究の目的は、母乳育児支援の１つである搾乳技術に

ついて、助産師の手掌に圧力測定フィルムを装着し、手指や手掌にかかる圧力部位を同定し、圧力概

算値を得ることである。 

【研究成果】経験年数 10 年以上の助産師 6 名に、透明乳房の上に風呂敷様の(株)ケン・オートメー

ション社製圧力分布計測装置(センサーパット)をかけて左右乳房の搾乳を行なった。搾乳は、加圧、

圧導、搾り出すという一連の手技が繰り返され、児の吸啜を思い出させるような手指手掌の動きで乳

汁を搾り出すと言われている。その波のような一連の手指手掌の動きに最低 0.6kPa、最高 50kPa の圧

力がかかり、平均 0.72～3.3kPa であった。児の吸啜圧を測定した先行研究では、母乳吸啜圧は、20.5

±12.5mmHg と報告されている。搾乳時の平均圧力を mmHg に換算すると 5.4～24.75mmHg となり、母乳

吸啜圧に近いと考えられる。接触域と荷重に高い相関があるのは、搾乳を指のみで実施しているので

はなく、乳房に手掌全体を密着していたため圧力部位の同定はできなかった。 

【今後の展望】今回、圧力測定フィルムは曲線には密着できないため、(株)ケン・オートメーション

社製の圧力分布計測装置(センサーパット)を使用した。このセンサーパットは、大きさ 375mm×419mm

×23mm で透明乳房の上に広げて搾乳手技を実施したが、ごわつき感もあり、本来の搾乳ができにくい

と研究協力者から指摘があった。そのため、あくまで概算値となったが、児の吸啜に近い値が出たこ

とは意義があると考える。今後は、経験年数の浅い助産師を対象に実施し、比較した上でより実測値

に近い値を出せるよう計測装置や分析を検討していく。また、光学式モーションキャプチャによる動

作計測も併用して、どこにどのように力を入れて熟練助産師が搾乳しているか探索していく。 

 


